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オオタバコガ Helicoverpa armigera (Hübner) は幼
虫がトマトなどの果実を食害する重要害虫である．
本種幼虫を容器内に複数入れて飼育すると，容器の
大きさや餌の有無にもかかわらず，幼虫同士で共食
いをするという特徴がある．共食い現象は以前から
知られている（Dial & Alder, 1990）が，その要因は
明らかではない．本学の学生自主研究で，本種幼虫
の体表成分が共食いに関与していることを見出した
（佐藤，本間及び阿部，2012）．一方で，本種をイン
ゲンマメベースの人工飼料で累代飼育を続けると、
ほとんど共食いをしなくなることを見出した．本研
究では本種幼虫の肉食性（共食い）に関する要因に
ついて本種幼虫の体表成分に着目し､化学的手法を
用いて解明することを目指す．
同種および異種幼虫に対する攻撃性
材料および方法
オオタバコガは本学圃場から採集したものを初代
とし，インゲンマメをベースとした人工飼料（一瀬，
１991）を与え，24±1℃、16L8D 条件の飼育室内で
累代飼育した個体を用いた．ハスモンヨトウは日産
化学で飼育されている系統を上記と同様の条件で累
代飼育したものを用いた．
同種および異種幼虫に対する攻撃性の評価は以下
の方法で行った．ガラス製ペトリ皿（直径 9cm）に
ろ紙（直径 85mm）のろ紙を敷き，保湿のために蒸
留水を 0.5mL 加え，人工飼料（約 5g）を入れた後，
本種終齢幼虫（脱皮後 1～2 日）を 3 頭放し，飼育室
内で 24 時間試験を行った．反復は 5 回とした．
累代飼育により他種に対する攻撃性も低減したか
どうかを確認するために，オオタバコガ終齢幼虫 2
頭とハスモンヨトウ終齢幼虫１頭をおなじガラス製
ペトリ皿内に放し，上記と同様の条件で試験を行っ
た．この場合は人工飼料を入れた試験区と入れない
試験区を設けた．いずれも反復は 5 回とした． 
試験終了後，オオタバコガ幼虫の共食いまたはオ
オタバコガ幼虫とハスモンヨトウ幼虫間での攻撃
オオタバコガ幼虫にみられる肉食性（共食い）の要因について検討した．1 年以上人工飼料を与えて累代飼育したオオタバコガ幼虫
はほとんど共食いをしなかったが，他種（ハスモンヨトウ）幼虫が存在する場合は，人工飼料を与えているにもかかわらず，高頻度
でハスモンヨトウ幼虫を攻撃し摂食した．共食い頻度の高かった平成 25 年のオオタバコガ幼虫と，共食いをほとんど行わなかった
平成 26 年のオオタバコガ幼虫の体表成分をヘキサンで抽出し，GC-MS 分析を行った結果、保持時間 25.8 分のピークが大きく減少
していることが確認できた。この物質は MS スペクトルの解析から炭素数 25 以上の炭化水素と推定された。このことから，この炭
化水素の減少が本種幼虫の共食い頻度の低下に関与していると考えられた。一方で，オオタバコガ幼虫はハスモンヨトウ幼虫に対し
ては顕著な攻撃性を示したことと，GC-MS 分析でオオタバコガ幼虫の場合に認められた炭化水素のピークが認められなかったこと
から，他種（ハスモンヨトウ）幼虫の認識には炭化水素以外の物質を手がかりにしていると考えられた．
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（摂食）の有無を確認した．
結果
オオタバコガ幼虫だけの試験区では，24 時間経過
後も共食いは確認できなかった．一方で、3 頭のう
ち 1 頭をハスモンヨトウ幼虫に置き換えた試験区で
は，人工飼料を入れない場合では 5 反復すべてにお
いてハスモンヨトウ幼虫だけが攻撃・摂食され，人
工飼料を入れた場合でも 5 反復中の 4 区でハスモン
ヨトウ幼虫だけが攻撃・摂食された（図 1）．
図 1 オオタバコガ幼虫のハスモンヨトウ 
幼虫に対する攻撃（上：試験開始直後， 
下：試験開始 3時間後） 
考察
オオタバコガを野外から採集し，累代が浅い場合
は高頻度で終齢幼虫の共食いが確認されたが，累代
回数が多くなるにつれて共食いの頻度が減少した．
今回の結果からも，このことが裏付けられた．幼虫
の行動や体表構造（毛の有無等）を観察しても変化
は認められなかったことから，行動が活発になった
あるいは毛が増える等の体表面の防御機能が変化し
ため攻撃を免れているのではないと考えられる。ま
た累代飼育により肉食性が低下した可能性もあるが，
異種のハスモンヨトウ幼虫を入れた場合には，人工
飼料があるにもかかわらずオオタバコガ幼虫がハス
モンヨトウ幼虫を攻撃して摂食したことから，オオ
タバコガ幼虫の肉食性が完全には失われていないと
考えられる．
体表成分の分析
材料および方法
オオタバコガ幼虫の共食いが著しかった平成 25
年および共食いがほとんど生じなくなった平成 26
年に本種終齢幼虫を冷凍保存した後，ヘキサン 10ｍ
L に幼虫 12 頭を 30 秒浸漬して体表成分の抽出を行
った．同様にしてハスモンヨトウ幼虫についても体
表成分の抽出を行った．得られたヘキサン抽出物は
GC-MS を用いて分析を行った．GC-MS 装置は Perkin 
Elmer 社製 Clarus 600 GC と Clarus 600C MS を用い
た．分離カラムは DB-5MS（30m×0.25mm, Agilent）
を用いた．分離条件としては，スプリットレスで試
料注入口温度を 250℃とし，カラム温度は 100℃で 5
分保持後，毎分 10℃で昇温し，300℃で 10 分保持し
た．試料はマイクロシリンジで 1µL 注入した．
結果
共食いが著しかった平成 25 年の幼虫の体表成分
と，共食いがほとんど生じなくなった平成 26 年の幼
虫の体表成分を比較すると，保持時間 25.8 分のピー
クが平成 26 年の幼虫で大きく減少している事が明
らかになった（図 2）．MS スペクトルの解析から，
このピークの物質は炭素数 25～30 の炭化水素と推
定された．
一方で，ハスモンヨトウ幼虫のヘキサン抽出物で
は，オオタバコガ幼虫で認められたような顕著なピ
ークは確認できなかった．
考察
体表成分の GC-MS 分析の結果から，オオタバコ
ガ幼虫の共食いが見られなくなった平成 26 年幼虫
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の体表成分のなかで，共食いの頻度の高かった平成
25 年幼虫に比べて大きく減少する物質があること
が確認された．現在までにこの物質の同定には至っ
ていないが，この物質が本種の共食い，すなわち同
種の認識および摂食刺激に関与している可能性があ
る。また累代飼育を続けることで特定の物質が減少
する理由としては，与えている人工飼料が影響を及
ぼしていると考えられる．
一方でハスモンヨトウ幼虫の体表成分分析では，
オオタバコガ幼虫体表成分と比べて顕著なピークが
確認できなかったことに加え，オオタバコガ幼虫に
攻撃を受け摂食されたことから，オオタバコガ幼
虫の場合とは異なる，人工飼料で累代飼育しても減
少しない物質が，摂食刺激として働いていると考え
られる．今回 GC-MS 分析で確認できなかったこと
から，この物質は極性が高く，ヘキサンでは抽出さ
れない性質を持つと考えられる．
今後は体表成分の抽出溶媒を変えて、高極性成分
の分析と摂食試験を行い，オオタバコガ幼虫の肉食
図 2 オオタバコガ終齢幼虫ヘキサン抽出物の 
GC-MSクロマトグラム（上：平成 25年幼虫、下：平
成 26年幼虫） 
性に関与する物質を明らかにする予定である．
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Cannibalism in the cotton bollworm, Helicoverpa armigera
Makoto Abe
 Department of Biological Production, Faculty of Bioresource Sciences, Akita Prefectural University 
Keywords: Helicoverpa armigera, cannibalism, feeding stimulant  
Correspondence to Makoto Abe, Department of Biological Production, Faculty of Bioresource Sciences, Akita Prefectural University, 241-438 
Kaidobata-Nishi, Shimoshino-Nakano, Akita, Akita 010-0195, Japan. E-mail: abeman@akita-pu.ac.jp 
The cotton bollworm, Helicoverpa armigera, shows cannibalism. However, larvae fed on an artificial diet continuously for 1 year hardly showed 
cannibalism (low-cannibalism larvae from 2016). I investigated this change in cannibalism of the cotton bollworm. Surface substances of the 
larvae (low-cannibalism larvae from 2016 and high-cannibalism larvae from 2015) were extracted with hexane and analyzed by GC-MS. The 
GC-MS analyses revealed that one substance (retention time: 25.8 min) was decreased in the low-cannibalism larvae from 2016. The substance 
was identified as a hydrocarbon based on its MS spectrum. These results indicate that this hydrocarbon on the larval surface affects the frequency 
of cannibalism. Conversely, H. armigera larvae also attack the larvae of the common cutworm Spodoptera litura. The GC-MS analyses of S. 
litura larvae extracts revealed no hydrocarbons. This result indicates that H. armigera larvae recognize S. litura larvae using surface substances 
insoluble in hexane. 
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